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虹スクリーン

サイエンスレンジャー 浜崎 修

１．はじめに

雨上がり，まだ空中に浮いている水滴に太

陽が当たって見られる虹は，うつくしい自然

現象です。条件のよいときに観察すると，虹

は 1 本だけではありません。よく見られる虹
（主虹）の外側に，色の並び順が逆になって

いるもう 1 本の虹（副虹）が，さらに主虹の
内部には赤色や緑色の縞模様状の過剰虹が見

えます。

主虹が見える原理については１７世紀にデ

カルトが，色の分散については１８世紀にニ

ュートンが解明しています。しかし過剰虹の

原理は，光が波動であることを唱えたヤング

によって，波動の干渉現象として，１９世紀

になってようやく説明されました。

虹スクリーンは，黒い紙の上に，水滴の代

わりに径 0.3mm 程度の透明でかつ球形のビー
ズを周密に並べたものであり，自然界と同じ

原理で虹を見ることができるものです。ただ

し，ビーズの材質はプラスチックやガラスで

す。水とは屈折率が違うので，虹の見える方

向や色合いは自然界の虹と異なります。

今回は，この虹スクリーンを使って，虹に

ついて詳しく調べます。

２．虹の正体
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虹スクリーンにレーザー光を当て，その反

射光を白いスクリーンに映すと，同心円状の

縞模様が見えます。実はこれが虹の正体なの

です。私は単色虹と呼んでいます。虹が見え

る主となる原理は，７色に分かれて見えるこ

とではありません。透明な球に入射した光波

群が，屈折・反射してでてくるとき，球を頂

点とした円錐状に偏って拡がることにありま

す。そして，その光波同士が干渉し合うので，

外円がとくに明るい，同心円状の縞模様とな

って拡がっていくことになります。このよう

な同心円状の虹の広がり方は，下の写真のよ

うに波長（色）によって異なります。そして

これらの同心円が重なって虹になります。

実際の虹はこのように，円状のもので，い

ろんな波長の光が重なる虹の内部は，明るく

なり，虹の外は光が来ないので暗いのです。

それが下の虹スクリーンが作る虹です。

３．虹スクリーンの製作

虹スクリーンの製作に当たって気をつける

ことは，黒画用紙にビーズを固着のさせかた

です。糊も透明なものなので，固着したとき

ビーズの光学的な球形性がくずれてしまいが

ちなことです。これには，スプレー糊を使う

ことで解決できました。したがって，固着後，

ビーズを押さえつけることは避けなければな

りません。そのため，ビーズの剥離は避けが

たいことです。ビーズが床にこぼれると滑り

やすいので，とくに気をつけてましょう。

４．虹スクリーンを利用した観察・実験

太陽や OHP，スライドプロジェクタを光源
とし，光源に背を向け，虹スクリーンに自分

の頭の影が映るようにすると，虹スクリーン

上に主虹と過剰虹が観察できます。副虹は，

スクリーンの裏の方向にできるので観察はで

きません。

また，光源にろうそくを使い，両目で観察

すると，立体的な虹が見えます。

５．ビーズの入手

ガラスビーズは，道路に描く道路標識のペ

ンキに混ぜられています。交通標識の工事を

している会社で分けてもらえるかもしれませ

ん。購入するならば，シータスク（ http://www.
c-task.co.jp/） でできます。プラスチックビ

ーズは，中村理科工業（ http://www.rika.com/）
で扱っています。


